
Jo― Shizu(静岡女性)防災講座
防災初心者、経験者どちらにもわかりやすし1

東日本大震災、熊本地震、西日本豪雨…。多くの大災害

が起 こるたび、女性の持つ生活者 としての「声」を伝え、

地域防災に役立てる大切さが強調されてきました。

普段か らわたしたちの「声」を届け、災害に強い豊かな

地域づ くりに活かす方法を仲間の女性たちと一緒に学

び、身に付けます。

じょし再ド

1の声を 目に活
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9/28(土 )

13100～ 16:00

【公開講座】
被災地に学ぶ災害に強い地域づく1,

NPO法人イコールネット仙台

代表理事

宗片恵美子さん～防災・災害復興に女性の力を～

10/19(土 )

13:00～ 16:00

地域が豊かになる話し合いのマナー
災害時でも平時でも、誰もが主役になり、

心豊かになる話 し合いの方法を学ぶ

NPO法人日本ファシリテーション協会
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鈴木まり子さん

3
11/2(土 )

13:00～ 16:00

家族や大事な人の命を守るために
避難所づくりのワークショップを通 じて

災害時の対応力を磨く

NPO法人男女共同参画おおた

目1代表理事/理事

青木千恵 さん、日向野み どりさん

11/30(土 )

13:00´∨16:00

地域防災、私たちができること
話 し合いのマナーを実践 しながら、私が住

む地域の防災についてみんなで考える

NPO法人日本ファシリテーション協会

フ ェ ロー4
鈴木まり子さん

5 12/7(土 ) 私の声を地域に活かす 地域活動への扉
地域活動に今 日よりも一歩ふみだす準備をする

減災と男女共同参画研修推進センター

共同代表

池 田恵子 さん13:00～ 16:00

◆会  場

◆対  象

◆定  員

◆参 加 費

◆一時保育

◆応募方法

公開講座にはどなたでも参加できます

アイセル 21(静岡市女性会館)4階 研修室

静岡市内在住の女性 全 5回参加できる方 (交替での参加は不可 )

25人 応募者多数の場合、選考

無料

1歳～未就学児 1人 500円 /回

7/25(本)受付開始。9/10(火 )17時までに電話または HPか らお申し込みください (多数選

考)。
た受講いただける方にのみ受講票を郵送します。 ■L054-248-7330 httpsi//aice121.jp

※今回の募集で収集した個人情報は、本講座受講管理業務および講座案内のためにのみ利用させていただきます。

主催 静岡市女性会館
(指定管理者 NPO法 人男女共同参画フォーラムしずおか)
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●講師プロフィール

第 1回 宗片恵美子さん (NPO法人イコールネット仙台 代表理事 )

2003年、男女共同参画の推進に向け、イコールネット仙台の設立にかかわる。団体の一員と

して、2008年、「災害時における女性のニーズ調査」を実施、東日本大震災発生以降は、被災

女性に対する支援活動や調査活動に取り組んだ。2013年から、「女性のための防災リーダー

養成講座」を行い、人材育成にも力を入れている。

2011年 6月「女性のチャレンジ賞」(内 閣府)を受賞。中央防災会議専門委員、内閣府男女

共同参画会議議員等を経て、現在、仙台市防災会議委員等を務める。

●会場案内

静岡市女性会館 (アイセル21)

¬=420-0865

静岡市葵区東草深B13-¬ 8

T E L 054-248-7330

HP  https://aice121.」 p

※無料駐車場はございますが台数に限りがあり混

雑します。満車の場合は近隣の有料駐車場にお願

い致します。

第 2回・ 4回 鈴木まり子さん (NPO法人日本ファシリテーシヨン協会フエロー )

企業、行政、学校、医療、NPOなど多様な分野の会議や話し合いを進行している。特定非営利

活動法人日本フアシリテーション協会災害復興委員会メンバー、フェ□―。浜松の企業が手をつ

怠ぐ西日本豪雨支援ネットワーク事務局長、静岡県内外の災害ボランティアによる救援のため

の図上訓練 WGメンバー、静岡県避難所運営研修に係るアドバイザー、災害にも助け合えるネ

ットワーク浜松メンバー。法政大学非常勤講師 (フアシリテーション)。

第 3回 青木千恵さん (NpO法人男女共同参画おおた副代表理事 )

日向野みどりさん (NPO法人男女共同参画おおた理事 )

2003年 12月 特定非営利活動法人 男女共同参画おおたを立ち上げ、2

004年4月 より大田区立男女平等推進センター「エセナおおた」の指定管

理者として今に至つているc両名とも2007年より防災事業担当。

2011年東日本人震災を機に、毎年被災地を訪問しながら、女性や要配

慮者の視点で防災対策や避難所運営について研究・検討を重ね、性

別・立場による被災時の困難をオリジナルの避難所運営ゲームで体験

してもらう研修を各地で実施している

第 5回 池田恵子さん (減災と男女共同参画研修推進センター共同代表 )

東日本 大震災後、被災地への支援活動に女性の視点を取 |り 入れるための研究や調査を行

った。2014年からは一人ひとりの被災者が大切にされる防災・災害支援の体制を備えた社

会の実現を目指す「減災と男女共同参画研修推進センター」の共同代表。

2000年より静岡大学教育学部教授。社会地理学、南アジア地域研究が専門。
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